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世界の原子力発電の現状 

拡大続く世界の原子力発電 

－ 運転中は昨年より 6 基・519 万 kW 増え 435 基・3 億 9,224 万 kW に － 

 
 
 この調査は、原産協会が世界の電力会社等から得たアンケートへの回答などに基き、2008

年 1 月 1 日現在のデータを集計したものである。 
 
運転中の合計出力は過去最高、米国でも１基増 

 2008 年 1 月 1 日現在、世界で運転中の原子力発電所は 435 基、合計出力は 3 億 9,224
万 1,000kW（前回：429 基・3 億 8,704 万 8,000kW）となり、運転中の基数は 6 基増、合

計出力は前年を約 500 万 kW 上回り過去最高となった。 
 既存炉での出力増強や、新規炉の出力大型化傾向を反映し、合計出力は 1998 年以降、

基数の増減に関わりなく上昇の一途をたどっている。 
 2007 年には、中国の田湾 1、2 号機（VVER-1000、各 106 万 kW）、インドのカイガ 3
号機（PHWR、22 万 kW）、ルーマニアのチェルナボーダ 2 号機（CANDU-6、70 万 6,000kW）

の 4 基が、新たに営業運転を開始した。また、長期休止中のため集計対象外に分類してい

た米国のブラウンズフェリー1 号機（BWR、115 万 5,000kW）が運転を再開したため、再

び集計にカウントしている。 
 
建設中は 43 基・3,877.2 万 kW で 8 基増、仏、ロシア等で着工 

 一方、建設中は 43 基・3,877.2 万 kW（前回調査 35 基・2,940.4 万 kW）で、中国、ロ

シアでの大規模着工の影響を反映して大幅に拡大している。 
 2007 年末に着工されたフランスのフラマンビル 3 号機（EPR、163 万 kW）は、フィン

ランドで建設中のオルキルオト 3 号機（EPR、170 万 kW）に次いで 2 基目となる EPR
を採用している。またロシアで着工された 5 基は、いずれも特徴のある炉型で、ベロヤル

スク 4 号機は BN-800 の名で知られる高速増殖炉。レニングラードⅡ期 1 号機とノボボロ

ネジⅡ期 1 号機は、VVER-1000 の出力を増強させた最新型 PWR である AES-2006、セベ

ロドビンスク 1、2 号機は海上浮遊型原子力発電所（FNPP）だ。ロシアは海外へのプラン

ト輸出に積極的であり、国内で AES-2006 と FNPP のモデル建設を進め、2 炉型を輸出の

主力として売り出したい考えのようだ。 
  
計画中も６基増、米国でも１基 

 計画中は 53 基・4,960 万 1,000kW（同 47 基・5,217 万 4,000kW）となった。インドが

全 8 基、合計出力 680 万 kW を計画しているのが注目に値する。 
 中国の海陽 1、2 号機（AP-1000、各 100 万 kW）、腰古（台山）1、2 号機（EPR、各

100 万 kW）については、2007 年 10 月に中国政府が発表した「原子力発電中長期発展計

画」に従い、今回より計画中の原子力発電所に組み込んだ。また同計画に従ったため、各

出力を実際の設計出力よりも小さい 100 万 kW として計上している。 



 イランについては、イラン原子力庁の指摘に従い、ブシェール 2 号機の建設計画を削除。

新たに、イラン独自の PWR である IR-360 を採用したダールホヴェイン原子力発電所を計

画入りさせた。また、カザフスタンが掲げていたバルハシ原子力発電所建設計画（PWR、

64 万 kW×3 基）は、立地点を含め計画の見直しが行われているため、名称不明のまま 1
基を計画中に分類した。ベトナムも計画の詳細が判明しないため、計画中の基数を 1 とし

た。 
 リトアニア、エストニア、ラトビア、ポーランドの 4 カ国が、原子力発電所の共同建設

を目指し環境影響評価を実施しているが、計画の詳細に不明な点が多く、本調査では計画

前段階と判断し、取り上げていない。フィンランドでもオルキルオト 3 号機に続き、同国

6 基目となる建設プロジェクトが浮上しているが、まだ環境影響評価の審査段階であり計

画前段階と位置づけられる。 
 米国については、１月１日段階で正式に建設が決定しているワッツ・バー2 号機のみを

計画中に分類した。 
（2008 年 1 月 1 日現在） 

 
○より詳細な情報もございます。お問い合わせ下さい。 
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Country

Output Units Output Units Output Units Output Units Region

U.S.A.
France
Japan
Russia
Germany
Korea
Ukraine
Canada
United Kingdom
Sweden
China
Spain
Belgium
Taiwan
India
Czech
Switzerland
Finland
Slovakia
Brazil
Bulgaria
Hungary
South Africa
Lithuania
Romania
Mexico
Argentina
Slovenia
Netherlands
Pakistan
Armenia
Iran
Indonesia
Egypt
Israel
Turkey
Kazakhstan
Vietnam

Total

(previous year)

Total

As of  January 1, 2008  (10MWe, Gross Output)

In Operation Under Construction Planned
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（社）日本原子力産業協会　調べ
電力会社・

コンソーシアム
サイト 炉型 基数 事前サイト許可（ESP） 建設・運転一体認可（COL） 発注・契約

ドミニオン ノースアナ（バージニア州） ESBWR 1
申請（2003.9）

許可取得(2007.11.20)
申請（2007.11.27）

*1
ニュースタート（TVA） ベルフォンテ（アラバマ州） AP1000 2 COLを直接申請 申請（2007.10.30）

新規炉とは別に、TVAは2008-8-27、ベルフォンテの未完成の2
基（2006年キャンセル）の建設許可復活をNRCに申請

ニュースタート
（エンタジー）

グランドガルフ（ミシシッピ州） ESBWR 1
申請（2003.10）

許可取得（2007.4）
申請（2008.2.27）

エンタジー リバーベンド（ルイジアナ州） ESBWR 1 COLを直接申請 申請（2008.9.25）

*3
サザン アルビン・W・ボーグル（ジョージア州） AP1000 2

申請中（2006.08）
09年初頭許可見込み

申請（2008.3.31）
2008-04-08 WH・ショーとエンジニアリング・資機材調達・建設
(EPC)契約を締結

プログレス・エナジー シアロン・ハリス（ノースカロライナ州） AP1000 2 COLを直接申請 申請（2008.2.19）

プログレス・エナジー レヴィー郡（フロリダ州） AP1000 2 COLを直接申請 申請（2008.7.30）
サイトはクリスタル・リバー原発の北16km。1号機は2016年、2号
機は2017年の完成予定

SCE&G/
サンティ・クーパー

バージル・C・ サマー（サウスカロライ
ナ州）

AP1０００ 2 COLを直接申請 申請（2008.3.31）
2008-05-27、WH・ショーとEPC契約締結。2号機2016年、3号機
2019年の運開目指す

デューク・エナジー
ウィリアム・ステイツ・リーⅢ（サウスカロ
ライナ州）

AP1000 2 COLを直接申請 申請（2007.12.13）

エクセロン クリントン（イリノイ州） 未定
申請（2003.9）

許可取得（2007.3.8）
未定

エクセロン ビクトリア郡（テキサス州） ESBWR 2 COLを直接申請 申請（2008.9）
*2

ユニスター/コンステ
レーション

カルバートクリフス(メリーランド州） U.S. EPR 1 COLを直接申請
一部申請（2007.7.25）
申請完了（2008.3.17）

FPL ターキーポイント（フロリダ州） AP1000 2 COLを直接申請 2009年度に申請予定

NRGエナジー
サウステキサス・プロジェクト(テキサス
州)

ABWR 2 COLを直接申請 申請（2007.9.25）

ルミナント コマンチェピーク（テキサス州） US-APWR 2 COLを直接申請 申請（2008.9.19）
三菱重工とルミナントは2008-9-19、2基建設で建設運営の子会
社を設立と発表

DTEエナジー（子会社
デトロイト・エジソン）

エンリコ・フェルミ（ミシガン州） ESBWR 1 COLを直接申請 申請（2008.9.18）
2008-06-18 GEHはDTEがESBWRの採用を決定と発表（ｴﾝﾘｺ･
ﾌｪﾙﾐ2号機）。2008-09-18、ESBWR１基でNRCにCOLを申請

*2
ユニスター/アメレン キャラウェイ（ミズーリ州） U.S. EPR 1 COLを直接申請 申請（2008.07）

*2
ユニスター/PPL ベルベンド（ペンシルベニア州） U.S. EPR 1 COLを直接申請 2008.10.10に申請 ﾀｰｷｰﾎﾟｲﾝﾄ原発近郊。DOEに融資保証も申請
*2

ユニスター/
コンステレーション

ナインマイルポイント（ニューヨーク州） U.S.EPR 1 COLを直接申請 申請（2008.10.1）

TVA
ワッツバー原子力発電所2号機（ﾃﾈｼｰ
州）

PWR (WH) 1 2007年10月に建設を再開、建設中

＝正式発注・契約済みのプロジェクト 合計 28 基

＝建設中のプロジェクト

*2
ユニスター・ニュークリア・エナジー:　コンステレーション・エナジーと仏電力公社の合弁会社。供給者として仏アレバ社が、アーキテクト・エンジニアとしてベクテル・パワー社が参加。

*3
 2008-04-08 サザンはWH社とエンジニアリング・資機材調達・建設(EPC)契約を締結。米国では30年ぶりの新規発注

米国の主な新規原子力発電所プロジェクト（2008年10月16日現在）

1988年以来、建設が中断されていたが(進捗率80%)、
2007年8月に建設再開を決定。2013年に運開予定

*1
ニュースタート・エナジー・デベロップメントへの参加企業: コンステレーション・エナジー、デューク・エナジー、EDFインターナショナル・ノースアメリカ、エンタジー・ニュークリア、エクセロン・ジェネレーション、フロリダ・パワー＆ライト社、プログレス・エナジー、サザン・カンパニー、
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